
1､ は1 ピストンを固定しているので､ 力のつりあいの式はた
てられない｡

1P o . T o.まじできが
wは不明数

状態方程式より
前 PoV=mmRT o 後 点 ∀ き R T
辺々割って

器 で
⇒ だ=ザ ・・・に玉

※ボイル・シャルルを使うのはさける。状態方程式をたてる
習慣をつけよう。

熱力学第一法則より
Q i n = △ U t W o u t

⇒ + Q = △ U + 0

!

△V=@-_-（イ
※この変化より 定積モル比熱Cvを求めると

Q = n Cv ( T-To )

. : C v =

!

､

・・・（2）以降△Uをだすのに使う。



1の続き
（2 力のつりあいを忘れずにたてる

じ ｢十｡ っm
自然長 で諱すずみeすとい気

e_3EP.sn?EPo)

1↓
い

つのン つりあいより

⇒ の で
P'S=Kl+P大気s
⇒だ=Y+Po...①（：除=Po）

ぶ分する理想気体と書いてないのでU=In
ROTは使えない。

⇒ o U = n C v O T を用いる。

Cvは（1）の※より CV=To）であ
△ U = n C uOTの式をたてると

△ V = n CVCT - T o )

=n・HRTTJ(T i -To )
= で、、と

IWについ2-T-
I.se/_ 考え方は2つ、 どちらも大切。
考えと体がとぎ事）の気体以外が得るエネルギー）

w o u t
= 蕊は暖のと？でででネ）

i . Wout=Ikltpslenlnt（エ）



11#2）続き
考え方② P-Vグラフの面積（こちらの方がおすすめ）

P

Po！､ 瓈
なが

にPot子なので
xの増加に供い、直線的に変化する。
⇒xの増加とVの増加は
連動しているので◦ で v Vの増加に供い、直線的に
Pは増加といえる、

面積がWoutとなるので
Wout=(Pot P o tY）・Sl.½ （台形の面

= Posltzktm_1_i.li)

P - n r V t W o u tより

Qin=TT_oatposlttkf_m_m.it,


